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　毛呂山町食生活改善推進員団体連絡協議会は、保

健センターを中心に「食」に関する様ざまなボラン

ティア活動を行っている団体です。会員数は、現在

54人。主な活動は、高齢者への配食サービスや町

のイベントにおける食事の提供、料理講習会や食育

教室などの企画、運営などです。

　食生活改善推進員団体連絡協議会では、「食」に

関する様ざまな事業協力も行っていますので、協力

依頼の際は保健センターにご相談ください。
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滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
が
現
在
の
場
所
に
移
動
し
て
、
２

年
目
を
む
か
え
、
植
え
か
え
ら
れ
た
バ
ラ
も
す
く
す
く
と
成
長
し

て
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
た
ち
を
中
心
に
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
バ
ラ
が
こ

こ
ま
で
い
た
る
道
程
に
は
、
そ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
多
く
の
人

た
ち
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

〜
滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
〜

里
山
の
バ
ラ
園
へ
よ
う
こ
そ
!

　

滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、
滝

ノ
入
地
区
の
人
た
ち
を
中
心
に
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
約
10
年
前
に
滝
ノ

入
６
２
５
番
地
１
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
バ
ラ
園
は
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
も
ろ
も
ろ

町
お
こ
し
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
面
積
は
約
１
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
土
地
に
約
１
６
０
種
１
２
０
０

株
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
多
く
の
人

が
来
園
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
々
多
く
な
る
来
園
者
に
よ

り
美
し
く
バ
ラ
を
見
せ
る
た
め
に
、
バ
ラ

の
特
性
を
も
っ
と
活
か
し
、
バ
ラ
と
周

り
の
景
色
の
調
和
が
と
れ
た
バ
ラ
園
を

作
り
た
い
と
の
構
想
が
次
第
に
ふ
く
ら
む

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
長
年

培
つ
ち
か

っ
た
土
地
を
離
れ
、
ゆ
ず
の
里
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
脇
、
滝
ノ
入
９
１
０
番
地

に
移
転
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
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特集　里山のバラ園へようこそ�

そ
し
て
、
移
転
が
始
ま
っ
た
・
・
・

春に根切りや結束、剪
せんてい

定を
されていたバラは平成 20 年
12 月、小型重機を使って、
一気に掘られ、すぐに新天
地へと運ばれました。

　

バ
ラ
園
の
移
転
作
業
が
本
格
的
に
行

わ
れ
た
の
は
平
成
20
年
の
秋
で
し
た
。
そ

の
年
の
春
ま
で
は
、
以
前
の
場
所
で
バ
ラ

園
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
年
の
春

の
新
し
い
場
所
で
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
１
年
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
の
移

転
に
踏
み
切
っ
た
の
で
し
た
。

　

移
転
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
平

最後の庭園の整備が終れば、
花が咲くのを待つだけです。
そして、平成 21 年５月に滝
ノ入・ローズガーデンは、
新たな土地でオープンしま
した。

平成 21 年春、開園前の最後
の仕上げとして地元の人た
ち、ボランティアの皆さん
総出で柵などが作られ、来
園者を迎える準備が整えら
れました。

そのころ、正面アーチも大
型のクレーン車によって運
ばれ、現在の位置へと据え
付けられました。

運ばれてきたバラは、地元
の人たちとボランティアの
皆さんの手によって、決め
られた場所へと次々と植え
られていきました。

成
18
年
の
春
か
ら
で
し
た
。
移
転
先
の
土

地
に
土
を
入
れ
て
、
バ
ラ
が
育
つ
こ
と
に

適
し
た
環
境
を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ら
れ
、
そ
の
年
の
秋
に
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
や

新
た
に
育
て
る
ツ
ル
バ
ラ
な
ど
が
少
し
ず

つ
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、
エ
ゴ
ノ
キ
や
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
な
ど
の
木
や
不
足
し
て
い
た
バ
ラ
も

植
え
ら
れ
始
め
、
そ
の
形
が
少
し
ず
つ
見

え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
全

体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
皆
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
周
囲
の
景
色
と
の
調
和
を
と
り
な

が
ら
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
春
、
以
前
の
バ
ラ
園
が
終

わ
る
と
と
も
に
根
切
り
や
結
束
、
剪せ

ん
て
い定

が

行
わ
れ
、
移
転
作
業
の
準
備
が
本
格
化
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
12
月
、
約

３
日
間
で
全
て
の
バ
ラ
が
一
気
に
現
在

の
バ
ラ
園
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
短
期
間
で
の
作
業
を
可
能
と
し
た
の

は
、
役
割
分
担
を
き
ち
ん
と
行
い
、
作
業

を
計
画
的
に
進
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
結
束
力
が
あ
っ
た
た
め
で
し
た
。

　

平
成
21
年
の
春
、
来
園
者
に
心
地
よ
く

バ
ラ
園
を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
総
出
で
柵
が
作
ら
れ
、

庭
園
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
う
し
た
多
く
の
人
の
努
力
も
あ
り
、

平
成
21
年
５
月
、
滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
は
、
新
た
な
場
所
で
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写真提供：滝ノ入・ローズガーデン、毛呂山中央テレビ共聴組合
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や
が
て
、
努
力
は
花
開
く　

平
成
21
年
５
月
、
地
元
の
人
た
ち
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
結

果
、
短
期
間
で
の
移
転
作
業
が
無
事
に

終
わ
り
、
滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

は
現
在
の
場
所
で
開
園
し
ま
し
た
。
敷

地
面
積
約
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

土
地
に
約
４
０
０
種
１
５
０
０
株
の
バ

ラ
が
植
え
ら
れ
、
里
山
の
景
観
と
調
和

が
と
ら
れ
た
美
し
い
バ
ラ
園
に
な
り
ま

滝ノ入・ローズガーデンの皆さん

し
た
。

　

「
実
際
に
バ
ラ
が
咲
い
て
み
る
ま
で

は
、
土
地
に
根
付
く
だ
ろ
う
か
、
き
れ

い
に
咲
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
な
ど
多

く
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
」
と
作
業
を

行
っ
た
人
に
も
不
安
の
気
持
ち
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
訪
れ
た
人
か

ら
「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
素
晴
ら

し
い
」
「
平
地
の
バ
ラ
園
と
は
違
っ
た

雰
囲
気
が
あ
る
」
な
ど
と
の
感
想
を
受

け
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

里
山
の
自
然
と
い
う
景
観
を
最
大
限

に
活
か
し
、
そ
の
景
色
と
一
体
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
バ
ラ
園
が

で
き
あ
が
り
、
昨
年
は
、
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
バ
ラ
園
に
携
わ
っ

た
多
く
の
人
の
努
力
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ひ
と
り
は
、「
訪

れ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
が
、
な
に
よ
り
の
励
み
に

な
り
、
や
る
気
に
も
つ
な
が

り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
「
努
力
」
す
る
こ
と

と
「
来
園
者
の
喜
び
」
が
結

び
つ
い
た
こ
と
で
、
そ
こ
に

「
続
け
て
い
く
楽
し
み
」
と

い
う
効
果
を
も
た
ら
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

皆さんに喜んでもらえることが、
何よりの励みになります。
「滝ノ入・ローズガーデンは、里山の景観を
活かしたバラ園です。鳥のさえずりや、川の
せせらぎなど、景色を楽しみながらゆっくり
とバラを鑑賞できる場所です。私たちボラン
ティアも来た方に心から楽しんでもらい、来
てよかったと感じてもらえれば、本当に嬉し
く思え、何より励みにもなります。」

平成21年5月に新たにオープンした滝ノ入ローズガーデン
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ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
！

　

今
年
の
バ
ラ
園
は
、
昨
年
よ
り
バ
ラ

が
見
事
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
正
面

ア
ー
チ
や
園
内
の
パ
ー
ゴ
ラ
（
木
組
み

の
棚
）、
園
奥
の
芝
生
サ
イ
ト
も
そ
の

美
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来

園
者
が
よ
り
身
近
に
バ
ラ
を
愛め

で
て
も

ら
え
る
よ
う
に
小
路
も
増
や
し
、
そ
の

香
り
や
美
し
さ
を
近
く
で
感
じ
ら
れ
る

た
め
の
工
夫
も
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

バ
ラ
園
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
新
た
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の
場
所
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

「
バ
ラ
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
手

間
を
か
け
た
分
、
美
し
く
咲
い
て
く
れ

ま
す
。
年
輪
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど

充
実
し
た
バ
ラ
園
へ
と
育
っ
て
い
き
ま

す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
す
れ
ば
、
結

果
は
必
ず
つ
い
て
き
ま
す
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ひ

と
り
が
語
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
の

バ
ラ
園
の
成

長
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で

す
。

毛
呂
本
郷

滝ノ入・ローズガーデン

毛
呂
駅

　

ま
た
、
滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

は
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
育
っ
て

き
た
バ
ラ
園
で
す
。
バ
ラ
の
品
種
や
育

成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
何
も
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
バ
ラ
園

を
育
て
て
き
た
地
域
の
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
と
の
触
れ
合
い
も
、
滝
ノ

入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
楽
し
み
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
の
バ
ラ
ま
つ
り
は
、
５
月
22
日

㈯
か
ら
６
月
６
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
滝
ノ
入
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、

地
域
の
人
た
ち
の
力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
の
力
で
丹
精
こ
め
て
育
て
ら

れ
た
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
里
山
の
自
然
に

包
ま
れ
た
バ
ラ
園
で
す
。
あ
な
た
も
こ

の
バ
ラ
園
で
バ
ラ
の
香
り
に
癒い

や

さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？

問　

毛
呂
山
町
観
光
協
会
（
役
場
産
業

振
興
課
商
工
観
光
係
）
ｔ
２
９
５
ー

２
１
１
２
内
線
１
７
５

芝生サイトの中心にあるオベリスク（木製
の塔）に絡まるバラも成長し、他の草花と
多品種のバラの競演も見所です。

特集　里山のバラ園へようこそ�

正面アーチに絡
から

まるバラは、昨年より成
長しました。正面アーチの先にあるバラ
のトンネルには、人気のピエールドロン
サールが咲き誇ります。

今年は、バラ園全体を見渡せる位置に
ウッドデッキが作られました。ここから

眺
なが

める里山の景色は必見です。

パーゴラ（木組みの棚）の上で咲き、頭上
に垂れて咲くツルバラや脇に咲くイング

リッシュローズの芳
かぐわ

しい香りもお勧めです。
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第2回鎌北湖桜まつり満開の桜の木の下で�

大類花まつり色とりどりの花が咲き誇る

　4月10日、11日に『大類花まつり』が開催され

ました。会場には、赤、黄、白など、色とりどりの

チューリップや可憐なポピーの花が咲き誇り、家族連

れなどで賑わいました。訪れた人たちは、暖かな春の

日差しの下で、花摘みや写真撮影を楽しんでいまし

た。

　4月11日、『第2回鎌北湖桜まつ

り』が開催されました。毛呂山太鼓の

皆さんによるオープニングセレモニー

のあと、鎌北湖の桜をバックに、ゆず娘の撮影会が行なわれました。カメラマンは、ゆず娘に声をかけながら、満

開の桜を背景に真剣に撮影していました。また、会場では、地元特産品の販売や豚汁の無料配布なども行なわれ、

多くの人で賑いました。訪れた人たちは、桜の木の下でお弁当を食べたり、スワンボートに乗ったりしながら春の

ひとときを楽しんでいました。

企業の森
も り

林記念植樹み んなで森を守る活動

特
wadai-no tokusen　CAMERA　REPORT

わだいの　　 選

　４月24日、毛呂山総合公園グラウンド脇の約１ヘ

クタールの斜面に、東電環境エンジニアリング株式会

社の皆さんによるコナラやクヌギなどの植林が行われ

ました。この事業は、町が進める企業の森
も り

林活動と

して行われ、町内では7か所目になります。この森林

は、今後５年間、東電環境エンジニアリング株式会社

によって下草刈りなど、美しい森林を育てるための作

業が行われます。
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　4月8日、大規模災害（地震）発生時において、地

域住民の早期安全確保を図ることを目的とした協定

が、毛呂山町と株式会社第一住宅との間で締結されま

した。この協定は、大規模な災害（地震）が発生した

際に、東武越生線武州長瀬駅北側にある第一プラザ武

州長瀬店の立体駐車場を開放して、地域住民の避難場

所として使用することなどを取り決めた協定です。町

は、今後も住民の皆さんが安全で、安心して暮らせる

まちづくりを進めていくための協定を積極的に締結し

ていく予定です。

不 用ランドセルをタイに贈る

目白台子供会表敬訪問県 郷土かるた大会で入賞

防災協定の締結地 域住民の安全・安心のために�

もろっこサイクリング新 緑のなかを走り抜ける�
　『彩の国21世紀郷土かるた県大会』は、仲間づくり

と郷土愛を高めることなどを目的として毎年開催され

ています。毛呂山町からは、昨年12月開催の毛呂山町

大会団体戦で優勝した目白台子供会チームと個人戦の

優勝者が出場しました。

　団体戦では、59市町村120チームが戦い、目白台

子供会チームが6位入賞を果たしました。4月2日に

は、出場選手と保護者の皆さんが小沢町長を表敬訪問

し、熱戦の様子を伝えました。

　町内で外国人に日本語の学習支援を行うボランティ

ア団体「もろやまインターナショナルクラブ」は、タ

イ山間部の小学校へランドセルやノート、鉛筆などを

贈る活動に取り組んでいます。町内や近隣から集まっ

た70個のランドセルなどを、昨年10月に船便で発送

したところ、今年１月になって、ラオス国境に近い

バーンチャゲ小学校の校長からお礼の手紙と写真が届

いたということです。この活動は、今後も継続してい

くので皆さんの協力をお願いしたいと会長の平塚さん

は話してくれました。

日本語学習ボランティア

　4月29日、青少年相談員協議会主催の『もろっこサ

イクリング』が、森林公園で行われました。当日は町

内の小学生14人が参加。相談員のお兄さん・お姉さ

んたちと一緒に、爽
さわ

やかな新緑のなかを自転車で走り

抜けました。また、皆でお弁当を食べたり、水の広場

で相談員と遊んだりして、子どもたちはサイクリング

の疲れも忘れて、元気いっぱいに遊んでいました。

7 広報もろやま  5月20日号広報もろやま  5月20日号



図書館へ行こう

児童館へ行こう
℡(295)4111

6月の休館日

ぼくらのキャンパス
6月の休館日 336　泉野小学校

■子ども映画会 ■おはなし会

■本の紹介

毎週月曜日および月末日、
１日㈫～５日㈯
 ℡(295)1015

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

日　時　6月2日(水)、9日(水)、16日(水)、23日(水)、
　　　　30日(水)
　　　   午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

日 時　6月12日（土）
　　　 午後2時
　　　 ～3時40分
定 員　先着50人
内 容　「大決戦　超ウ
　　　 ルトラ8兄弟」

日 時　6月26日（土）
　　　 午後2時～2時30分
内 容　おはなし、絵本の読み
聞かせ、紙芝居など
対 象　お話が聞けるお子さん
から小学生まで。小さなお
子さんは、保護者同伴でご
参加ください。

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（2週間）

毎週日・月曜日

6月1日(火)～5日(土)
　図書館では、蔵書の点検のため、上記の期間休館し
ます。休館中の資料の返却は、図書館および東公民
館・歴史民俗資料館のブックポストにお願いします。
皆さんにご不便をおかけしますが、ご協力をお願いし
ます。

　　　 楽の英才教育を受けて
チェリストを目指す「僕」は、
受験に失敗して三流高校に進
学する。友人・先生との出会
い、そして恋。青春の日の夢と、ほろ苦い陰を描い
た三部作です」

「音

『船に乗れ！　Ⅰ～Ⅲ』
藤谷治／著　ジャイブ／出版

■特別整理休館日のお知らせ

　　　末から明治維新という大
動乱期。竜馬の劇的な生涯を中
心に、その時代を高い志を抱い
て駆け抜けた若者たちを描く長
編小説。心が熱くなる名作で
す」

「幕

『竜馬がゆく　1～ 8』
司馬遼太郎／著　文芸春秋／出版

「光」4年　厚目　禄
よ し か

翔くん

「いもうとといっしょ」 １年　大宮響
ひ な ね

夏音さん

２年　大澤　優
ゆ う た

太くん
「学校でやった

　ながなわたいかい」

8広報もろやま  5月20日号広報もろやま  5月20日号
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各
地
の
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
は
、
毛
呂
山
町
の
よ
う

に
輪り
ん
ば
ん
せ
い

番
制
で
担
当
地
区
そ
の
も
の
が
変
わ

る
も
の
や
第
１
回
で
紹
介
し
た
大お

お
ま
ち町
市
の

よ
う
に
担
当
地
区
は
変
わ
ら
ず
、
射い

て手
が

毎
年
変
わ
る
も
の
な
ど
様
ざ
ま
で
す
。
千

葉
県
鴨か
も
が
わ川
市
に
は
、
射
手
を
決
ま
っ
た
家

で
担
当
す
る
流
鏑
馬
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
鴨
川
市
吉き
っ
ぽ保

八は
ち
ま
ん幡

神
社
の
流
鏑
馬
を
紹

介
し
ま
す
。

　

房
総
半
島
の
南
東
部
に
位
置
す
る
千
葉

県
鴨
川
市
は
、
人
口
３
万
６
千
人
、
面

積
は
１
９
１
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
太
平

洋
に
面
し
、
温
暖
な

気
候
と
美
し
い
海
岸

線
な
ど
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
に
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
に
旧
鴨
川

市
と
天あ
ま
つ津
小こ

み
な
と湊
町
が

合
併
し
、
現
在
の
鴨

川
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
鴨
川
市
と
い
え

ば
水
族
館
を
思
い
起

こ
し
ま
す
が
、
海
に

因ち
な

ん
だ
観
光
資
源
の

ほ
か
文
化
財
も
豊
富

に
あ
り
、
観
光
都
市

と
し
て
発
展
し
て
い

ま
す
。
内う
ち
う
ら浦
湾
で
は

古
く
か
ら
タ
イ
は
禁

漁
と
さ
れ
手
厚
く
保

護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
鯛
の
浦
タ
イ
生
息
地
」
は
世
界
有
数
の

タ
イ
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
、
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
鴨
川
市
で
す

が
、
加
茂
川
沿
い
に
開
け
た
長な
が
さ狭
平
野
は

ブ
ラ
ン
ド
米
〝
長
狭
米
〞
を
産
出
す
る
米

作
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
嶺み
ね

岡お
か

、
清き

よ
す
み澄
山

系
を
控
え
、
都
心
か
ら
最
も
近
い
棚た
な
だ田

と

い
わ
れ
る
大お
お
や
ま山
千
枚
田
は
日
本
の
棚
田
百

選
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
、
嶺み
ね
お
か
ま
き

岡
牧
に
代
表
さ
れ
る
幕
府
直
轄
の

牧ま
き

が
置
か
れ
、
イ
ン
ド
産
の
白
牛
を
放
牧

し
酪ら
く

（
バ
タ
ー
）
の
製
造
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
酪
農
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

吉
保
八
幡
神
社
は
、
長な
が
さ狭

街
道
と
丸
街

道
の
交
差
す
る
交
通
の
要よ
う
し
ょ
う衝に
位
置
し
ま

す
。
昭
和
30
年
代
ま
で
は
市
内
３
つ
の
神

社
で
流
鏑
馬
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
吉
保
八
幡
神
社
の
流
鏑
馬
だ
け
が
唯

一
行
わ
れ
て
お
り
、
千
葉
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
保
八
幡
神
社
の
流
鏑
馬
は
、
射
手
を

担
当
す
る
家
が
代
々
世せ
し
ゅ
う襲

に
よ
り
決
め
ら

れ
て
お
り
、
禰ね

ぎ宜
殿ど

ん

と
呼
ば
れ
ま
す
。
禰

宜
殿
は
１
週
間
ほ
ど
前
か
ら
厳
格
な
精
し
ょ
う
じ
ん進

潔け
っ
さ
い斎
を
行
い
祭
礼
に
臨
み
ま
す
。

　

祭
当
日
の
午
後
、
禰
宜
迎
え
と
称
し
、

神
社
へ
向
か
う
祭
馬
を
山だ

し車
や
屋
台
が
鉦か

ね

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
出
迎
え
ま
す
。
禰

宜
殿
の
後
を
山だ

し車
や
宮み

や

立だ
ち

と
呼
ば
れ
る
太

鼓
が
練
り
歩
き
ま
す
が
、
お
練
り
も
華
や

か
で
大
変
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

馬
場
に
立
て
ら
れ
る
的
板
は
一
辺
１
ｍ

ほ
ど
の
厚
い
も
の
で
す
。
的
板
を
竹
に
挟

み
、
し
っ
か
り
と
固
定
し
た
後
、
馬
場
か

ら
15
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
田
の
中
に
３
つ
立
て

ら
れ
ま
す
。
一
の
的
は
早わ

せ稲
、
二
の
的
は

中な
か
せ稲
、
三
の
的
は
晩お

く
て稲
を
意
味
し
、
騎
射

は
３
回
、
計
９
本
の
矢
が
的
目
掛
け
て
放

た
れ
、
命
中
の
具
合
で
作
柄
の
豊
凶
、
適て
き

種し
ゅ

を
占
い
ま
す
。
馬
場
か
ら
遠
い
的
に
矢

を
当
て
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
命
中
し
た
時
の
流
鏑
馬
を
見
守
る
観

衆
の
歓
声
は
一
層
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
牧
が
設
置
さ
れ
、
人
び
と
に

と
っ
て
馬
が
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い

う
歴
史
風
土
、
県
内
き
っ
て
の
米
ど
こ
ろ

と
い
う
土
地
柄
と
民
間
信
仰
色
の
強
い
流

鏑
馬
へ
の
期
待
感
が
吉
保
八
幡
神
社
の
流

鏑
馬
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。

千葉県鴨川市

騎射のようす

自
然
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

観
光
都
市
・
鴨
川
市

千
葉
県
を
代
表
す
る
古
式
流
鏑
馬

馬
場
か
ら
遠
い
的
と
豊
ほ
う
き
ょ
う凶

占
い

流鏑馬サミット
参加団体の紹介④

9 広報もろやま  5月20日号広報もろやま  5月20日号

（千葉県鴨
かもがわ

川市）

参加団体の紹介④

吉
きっぽ

保八
はちまん

幡神社の流鏑馬
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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　6月27日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　6月30日(水)午後８時まで

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　6月27日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

知
ら

お

せ

広報もろやま  5月20日号

　

③
申
請
年
度
内
に
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
ま
た
は
発
電
シ
ス
テ

ム
付
住
宅
（
未
使
用
の
も
の
に

　

限
る
）
の
購
入
が
完
了
で
き
る
人

　

④
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
お
よ

び
余
剰
電
力
の
販
売
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と　

⑤
発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大

出
力
値
が
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
３
万
円
（
上
限
額
10
万
円
）

補
助
金
交
付
申
請　

申
請
書
お
よ

　

び
添
付
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
工
事
請
負
契
約
書
、
売
買
契

　

約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

　

②
発
電
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力

　

値
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

　

③
工
事
着
手
前
の
現
況
写
真

　

④
設
置
す
る
場
所
の
地
図

～
地
域
生
活
支
援
事
業
～　

　

町
で
は
、
所
得
の
低
い
人
（
市

町
村
民
税
非
課
税
）
に
つ
い
て
、

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
の
利

用
者
負
担
を
４
月
１
日
か
ら
無
料

と
し
ま
し
た
。

対
象
サ
ー
ビ
ス　

移
動
支
援
、
日

中
一
時
支
援
、
日
常
生
活
用
具
、

紙
お
む
つ
、
訪
問
入
浴

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

～
給
与
か
ら
町
県
民
税
が
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
へ
～

　

65
歳
未
満
の
年
金
受
給
者
の
年

金
所
得
分
か
ら
計
算
し
た
町
県
民

税
は
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、

給
与
か
ら
特
別
徴
収
が
行
え
ず
、

別
途
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
あ
る

い
は
口
座
振
替
）
に
よ
る
納
付
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
税
法
改
正
に

よ
り
原
則
、
給
与
所
得
分
お
よ
び

年
金
所
得
分
を
あ
わ
せ
て
給
与
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

問　

役
場
税
務
課
町
民
税
課
税
係

ｔ
内
線
１
９
５
・
１
９
６　

～
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号 

 　
︵
旧
８
号
の
３
︶
指
定
路
線
～

　

市
街
化
調
整
区
域
内
で
、
道
路

整
備
な
ど
に
よ
り
新
た
に
指
定
要

件
を
満
た
し
た
路
線
を
追
加
指
定

し
ま
し
た
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

　

市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３
・
１

　

４
４
・
１
４
５

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住

宅
用
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

自
然
と
人
間
が
共
生
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

①
町
内
に
住
所
を
有

し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

　

②
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
軽
減
に
つ
い
て

65
歳
未
満
の
年
金
受
給
者

の
町
県
民
税
に
つ
い
て

開
発
行
為
に
係
る
指
定
路

線
を
追
加
指
定

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
制
度

information

インフォメーション
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一
戸
建
の
専
用
住
宅
ま
た
は
店

舗
併
用
住
宅
（
２
分
の
１
以
上

が
居
住
用
）
。
耐
震
改
修
工
事

は
、
耐
震
診
断
の
結
果
が
耐
震

評
点
１
・
０
未
満
の
も
の
。

補
助
額　

耐
震
診
断
費
用
の
２
分

の
１
以
内
（
５
万
円
を
上
限
）、

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
分
の

１
以
内
（
20
万
円
を
上
限
）

申
・
問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備

　

課
都
市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３

　

・
１
４
４
・
１
４
５

　

坂
戸
市
入に

っ
さ
い西

東
部
地
区
の
工
業

団
地
造
成
に
伴
う
調
査
計
画
書
を

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

６
月
１
日
火
か
ら
６

月
30
日
水
ま
で
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
、

東
松
山
環
境
管
理
事
務
所
、
坂

戸
市
産
業
基
盤
づ
く
り
推
進
室
、

東
松
山
市
環
境
保
全
課
、
鶴
ヶ

島
市
生
活
環
境
課
、
鳩
山
町
生

活
環
境
課
、
毛
呂
山
町
生
活
環

境
課

意
見
書
の
提
出
期
限　

７
月
14
日

水
ま
で
に
坂
戸
市
産
業
基
盤
づ

く
り
推
進
室
へ
提
出

問　

埼
玉
県
環
境
政
策
課
環
境
影

　

響
評
価
担
当
ｔ
０
４
８
─
８
３

　

０
─
３
０
４
１

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま

だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
に
対
す
る

支
援
を
平
成
21
年
度
か
ら
行
っ
て

お
り
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き

申
込
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
？

　

対
象
世
帯
は
、
次
の
世
帯
の
な

か
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全

額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

　

受
け
て
い
る
世
帯

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

　

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
居
し
、

　

自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い

　

る
世
帯

受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
」

の
無
償
給
付
、
訪
問
設
置
を
行
い

ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が
必

要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い

ま
す
。
ま
た
、
共
同
受
信
施
設
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
改
修
経
費
と

し
て
支
援
を
受
け
る
世
帯
が
負
担

す
る
額
の
給
付
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

支
援
の
開
始
時
期
や

　
　
　
　
　

申
込
み
先
は
？

　

４
月
19
日
月
か
ら
７
月
２
日
金

（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

・
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免
除

の
適
用
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

・
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自

身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア

ン
テ
ナ
な
ど
の
費
用
を
清
算
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

本
支
援
に
関
す
る
こ
と
▽
総

務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　

実
施
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
５
７
０
─

　

０
３
３
８
４
０
、
ｆ
０
４
４
─

　

９
６
６
─
８
７
１
９
、
ｈh

ttp
:

　

/
/
w

w
w

.c
h

id
e
jis

h
ie

n
.jp

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
免

　

除
に
関
す
る
こ
と
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視

　

聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
５

　

７
０
─
０
０
０
５
８
８
、
ｆ
０

　

４
４
─
８
８
８
─
４
３
４
０
、

　

ｈh
ttp

://w
w

w
.n

h
k
.o

r.jp
/

　

ju
s
h

in
ryo

/

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
前
記
の
電
話

番
号
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
ｔ

０
４
４
─
９
６
９
─
５
４
２
５

（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
9
時
、
土

日
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

㊐　

５
月
28
日
金
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

毛
呂
山
町
役
場
駐
車
場

持
ち
物　

身
分
証
明
書

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
─

５
５
１
１

あ
な
た
の
素
敵
な

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を
�

　

３
人
の
結
婚
相
談
員
さ
ん
が
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
費

用
・
会
費
な
ど
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
相
談
内
容
は
一
切
公
表
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　

６
月
６
日
日
午
後
１
時
30
分

～
４
時

場　

中
央
公
民
館
会
議
室
２

持
ち
物　

写
真
３
枚
（
ス
ナ
ッ
プ

写
真
可
）

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

※
そ
の
他
、
毛
呂
山
町
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
ま
す
。

申
・
問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境

係
ｔ
内
線
２
１
２

㊐　

６
月
21
日
月
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

場　

役
場
前
駐
車
場

料　

は
か
り
の
種
類
、
能
力
に
よ

　

っ
て
異
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
は
か
り　

取
引
ま
た

は
証
明
に
使
用
さ
れ
る
も
の

問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
ｔ
内
線
１
７
５

　

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
を
お
考
え
の
人
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

建
築
物
に
居
住
す
る
所

　

有
者
本
人
ま
た
は
所
有
者
の
２

　

親
等
以
内
の
親
族
。
た
だ
し
、

所
有
者
な
ど
の
全
員
に
町
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
。

対
象
建
築
物　

町
内
の
地
上
２
階

建
以
下
の
在
来
軸
組
工
法
に
よ

る
木
造
建
築
物
で
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

計
量
器
『
は
か
り
』
の

定
期
検
査
を
行
い
ま
す

耐
震
診
断
な
ど
の
補
助
金

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画

書
の
縦
覧

地
デ
ジ
放
送
受
信
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
無
償
給
付
に
つ
い
て

献
血
に
ご
協
力
を
�

結
婚
相
談

水道週間
６月１日(火)～７日(月)

　

　

問　役場水道課業務係
ｔ（２９５）２１１２内線１６１

水道に

寄せる信頼

飲む安心

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
発
掘

調
査
の
出
土
品
を
整
理
す
る
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
な

人
作
業
内
容　

出
土
品
の
洗
浄
、
図

面
作
成
な
ど

勤
務
日
時　

月
９
日
程
度
（
午
前

９
時
～
午
後
３
時
）

勤
務
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
時
期　

平
成
22
年
６
月
中
旬

か
ら
（
契
約
期
間
は
６
か
月
以

内
）

応
募
方
法　

６
月
４
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

民
俗
資
料
館
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

─
８
２
８
２

　

緑
の
募
金
（
家
庭
募
金
）
を
利

用
し
た
、
公
園
な
ど
の
植
樹
や
植

栽
を
希
望
す
る
地
区
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
地
区
は
、
６
月
30
日
水

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
希
望
地
区
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
応
募
多
数
の

場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
１
・
１
７
２

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
短
歌
／
雑
詠　

１
人
３
首
以
内

●
俳
句
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
川
柳
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
随
筆
／
自
由
題　

１
人
１
点

（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

●
詩
／
自
由
題　

１
人
２
編
以
内

（
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

応
募
資
格　

原
則
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
・
在
学
者
（
近
隣
市
町

在
住
者
も
可
）

応
募
上
の
注
意
点　

︻
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
︼

・
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
。

︻
随
筆
︵
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
︶・
詩
︼

・
作
品
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

・
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合
は
、

随
筆
20
字
×
１
０
０
行
、
詩
20

字
×
20
行
。

・
句
読
点
も
一
字
と
し
ま
す
。

︻
共
通
事
項
︼

・
作
品
は
縦
書
き
、
楷か

い
し
ょ書

で
常
用

漢
字
を
使
用
す
る
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）
、

④
電
話
番
号
、
⑤
題
名
を
明
記

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

応
募
期
間　

６
月
21
日
月
～
７
月

30
日
金
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

中
央
公
民
館
窓
口
へ

　

直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
フ

　

ァ
ク
ス
可
）
。

そ
の
他　

応
募
者
全
員
に｢

文
芸

も
ろ
や
ま｣

を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
入
選
以
上
に
選
ば
れ
た

応
募
者
に
は
、
賞
状
と
副
賞
を

授
与
し
ま
す
。詳
し
く
は
中
央
・

東
公
民
館
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
、

福
祉
会
館
、
図
書
館
、
山
根
荘

に
置
い
て
あ
る
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

毛
呂
山
町
中
央
公
民
館

　

｢

文
芸
も
ろ
や
ま｣

係
（
〒
３
５

　

０
─
０
４
６
５
毛
呂
山
町
岩
井

西
１
─
15
─
１
）
ｔ
２
９
４
─

１
２
５
０
、
ｆ
２
９
４
─
１
０

　

４
０　
　
　
　

　

尾
瀬
ヶ
原
の
水
芭
蕉
を
楽
し
み

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

㊐　

６
月
６
日
日

場　

尾
瀬
ヶ
原
（
徒
歩
５
時
間
）

参
加
費　

５
０
０
０
円
（
申
込
み

時
に
集
金
）

定　

先
着
35
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申　

５
月
30
日
日
午
前
９
時
30
分

～
11
時
ま
で
中
央
公
民
館
で
受

付
問　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部

ｔ
２
９
２
─
４
７
７
５
本
多

　

資
料
館
周
辺
の
古
道
・
鎌
倉
街

道
、
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
と

清
掃
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
や
自

然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
景
観
保
護

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付

け
な
ど
も
行
う
の
で
、
特
別
な
道

具
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

㊐　

６
月
12
日
土
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
（
途
中
か
ら
の
参
加

も
可
）、
小
雨
決
行

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

資
料
館
周
辺
の
鎌
倉
街
道

　

と
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
、

清
掃
な
ど

持
ち
物
な
ど　

刈
払
機
な
ど
の
草

刈
り
用
具
、
弁
当
、
作
業
の
で

き
る
服
装

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

─
８
２
８
２

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

６
月
７
日
月
▽
旭
台
保

育
園
、
14
日
月
▽
若
草
保
育
園
、

21
日
月
▽
上
町
保
育
園

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

場　

町
立
各
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
─
０

　

８
５
７
、
若
草
保
育
園
ｔ
２
９

　

４
─
４
８
２
０
、
上
町
保
育
園

ｔ
２
９
４
─
６
０
６
６

　
～
高
齢
期
こ
そ
運
動
が
大
切
で
す
～

　

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は

衰
え
ま
す
。
機
能
低
下
を
予
防
す

る
に
は
毎
日
の
運
動
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
を
し
て
、
専
門
の
指
導
員
に

よ
る
運
動
方
法
を
身
に
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

制
限
の
指
示
の
な
い
人

町
立
保
育
園
『
園
庭
開
放
』

臨
時
職
員
︵
出
土
品
整
理

作
業
員
︶
募
集

公
園
な
ど
の
植
樹
・
植
栽

の
希
望
地
区
を
募
集

『
文
芸
も
ろ
や
ま
』

第
36
号
作
品
募
集

『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

文
化
財
景
観
保
護
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

『
健
康
づ
く
り
教
室
』

インフォメーション
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　４月 21 日、全国町村会の臨時総会

が開催され、小沢信義町長が副会長に

選任されました。

任　期　平成 23 年７月 30 日まで

問合せ　役場秘書広報課秘書係

　　　　ｔ（295）2112 内線３３１ 小沢信義町長

小沢信義町長が全国町村会
副会長に選任されました

申
・
問　

県
立
日
高
特
別
支
援
学

校
ｔ
０
４
２―

９
８
５―

４
３

　

９
１

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス

ト
レ
ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ

ラ
ン
ス
訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

㊐　

６
月
21
日
月
か
ら
８
月
16
日

月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
と
木
曜

日
の
週
２
回
（
７
月
19
日
祝
は

除
く
・
全
16
回
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

定　

先
着
30
人

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

申
・
問　

６
月
１
日
火
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１

　

５
７
で
受
付

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

㊐　

６
月
９
日
水
、
23
日
水
午
後

1
時
30
分
～
４
時
30
分
（
※
集

合
時
間
は
、
午
後
１
時
15
分
ま

で
に
な
り
ま
す
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校
（
越
生

町
上
野
東
1
─
3
─
18
）

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
～
10
人

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）
。

～
笑
顔
に
あ
つ
ま
れ
�
～

　

障
害
者
福
祉
施
設
利
用
者
や
職

員
に
よ
る
楽
し
い
音
楽
祭
で
す
。

楽
器
を
使
っ
て
の
演
奏
や
歌
あ
り
、

踊
り
あ
り
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
。

皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐　

６
月
26
日
土
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場　

坂
戸
市
立
勝す

ぐ

ろ呂
公
民
館
（
坂

戸
市
石
井
１
５
２
６
）

出
演
団
体　

あ
い
あ
い
園
、
救
護

施
設
育
心
寮
、
光
の
家
療
育
セ

ン
タ
ー
、
坂
戸
療
護
園
、
こ
す

も
す
他

問　

あ
い
あ
い
園
ｔ
２
９
５
─
１

　

２
５
６
松
川

　

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
な
ど
を
お

誘
い
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

㊐　

６
月
19
日
土
、
20
日
日
、
26

日
土
、
27
日
日
、
７
月
３
日
土
、

４
日
日
、
10
日
土
、
11
日
日
午

前
９
時
～
正
午
ま
で

※
ジ
ャ
ガ
イ
モ
お
よ
び
と
う
も
ろ

こ
し
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
と

な
り
ま
す
。

場　

毛
呂
山
町
岩
井
地
内

料　

掘
り
上
げ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
１

株
に
つ
き
１
０
０
円
、
と
う
も

ろ
こ
し
１
本
１
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
、
長
靴
な
ど
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
、
と
う
も
ろ
こ
し

採
り
に
適
し
た
服
装
と
道
具

申　

直
接
会
場
で
受
付

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
５

　

漬
け
梅
用
の
梅
を
販
売
し
ま
す
。

●
滝
ノ
入
特
産
の
里
梅
祭
り

㊐　

６
月
19
日
土
・
20
日
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場　

滝
ノ
入
農
産
物
直
売
所

問　

滝
ノ
入
特
産
の
里
ｔ
２
９
４

―

０
６
８
３
八
木
原

●
Ｊ
Ａ
梅
祭
り

㊐　

６
月
26
日
土
・
27
日
日
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
直
売

所
前
ｔ
２
９
５―

３
０
０
８

販
売
品　

南
高
梅
、
完
熟
漬
け
梅
用

問　

Ｊ
Ａ
梅
生
産
部
会
ｔ
２
９
４

―

３
１
２
９

　

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
で
は
、

肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
お
よ

び
特
別
支
援
教
育
に
関
心
を
お
持

ち
の
人
に
学
校
公
開
を
実
施
し
ま

す
。

㊐　

６
月
14
日
月
午
前
10
時
～
午

後
０
時
40
分

場　

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

内
容　

本
校
の
概
要
説
明
、
授
業

お
よ
び
給
食
指
導
の
見
学
、
施

設
設
備
の
見
学
な
ど

対　

本
校
に
入
学
、
転
学
を
考
え

て
い
る
生
徒
・
保
護
者
な
ど

　５月から９月は光化学スモッグが

発生しやすい時期です。光化学スモッ

グは、目や喉
のど

の粘
ねんまく

膜に刺激を与え、

健康被害を引き起こすことがありま

す。光化学スモッグ注意報が発令さ

れたら健康被害に遭
あ

わないために、

・屋外での激しい運動は避けましょう

・目などに刺激を感じたらすぐ屋内に

入りましょう

・乳幼児、お年寄り、病弱な人は、健

康な成人よりも被害を受けやすいの

で、特に注意しましょう。

　また、自動車の使用を控えるよう

ご協力ください。

問　埼玉県環境部大気環境課

　　ｔ０４８（８５５）１８６６

光化学スモッグに気をつけて

シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク

『
２
０
１
０
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
』

農
業
青
年
会
議
所
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
・
と
う
も
ろ
こ
し
採
り

『
梅
ま
つ
り
』

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

『
学
校
公
開
』

至目白台

至越生

沢田

至岡本団地

沢田公会堂

前久保集落センター

至役場 第一団地入口 県道川越・坂戸・
毛呂山線

ながせ幼稚園
GS

GS

ジャガイモ・
とうもろこし畑

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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県
で
は
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
の
生
活
や
就
学
に

関
し
て
、
不
安
や
悩
み
を
お
持
ち

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

豊
か
な
経
験
や
専
門
的
知
識
の
あ

る
教
員
や
相
談
員
が
県
内
各
地
に

出
向
い
て
相
談
に
応
じ
る
「
巡
回

就
学
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
次
の
要
領
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐
・
場　

８
月
２
日
月
深
谷
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
８
月

３
日
火
白
岡
町
庁
舎
、
８
月
６

日
金
朝
霞
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
、

８
月
17
日
火
飯
能
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

申
・
問　

５
月
27
日
木
ま
で
に
、

教
育
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
５―

０

　

６
２
２
ま
た
は
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
指
導
係
ｔ
内
線
５
３

　

２
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
て
申
込
み
。

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
」

の
日
で
す
。
埼
玉
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
川
越
協
議
会
で
は
、「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
の
行
事
と
し

て
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

㊐　

６
月
１
日
火
午
後
１
時
～
４
時

場　

毛
呂
山
町
役
場
２
０
１
会
議

室
担
当　

人
権
擁
護
委
員

問　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越

支
局
ｔ
２
４
３―

３
８
２
４

　

60
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、

家
に
引ひ

き
こ
も籠

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
月

に
一
度
カ
ラ
オ
ケ
、
お
ど
り
な
ど

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
楽
し

み
ま
す
。
私
た
ち
の
仲
間
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
毎
月
第
２
木
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分　

場
／
山

根
荘　

会
費
／
１
回
１
１
０
０
円

（
弁
当
・
菓
子
代
、
入
会
金
な
し
）

問
／
ｔ
２
９
５―

５
６
１
３
矢
口

　

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
さ
れ
る
方
、

よ
り
深
く
探
求
さ
れ
た
い
方
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
事
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
午
後

５
時
30
分
～
７
時
30
分　

場
／
東

公
民
館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　

持
ち
物
／

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

問
／
ｔ
０
９

０―

３
１
３
１―

８
２
０
８
パ
ソ

コ
ン
の
会
代
表

　

楽
し
い
不
思
議
な
世
界
を
皆
様

に
お
見
せ
い
た
し
ま
す
。

㊐
／
６
月
26
日
土
午
後
１
時
開
場

場
／
東
公
民
館　

入
場
料
／
無
料

問
／
ｔ
２
９
４―

１
２
７
７
後
藤

　

和
気
あ
い
あ
い
と
書
道
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
一
度
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
６
月
８
日
火
、
22
日
火
午
前

11
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

費
用
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
５―

１
７
５
２
中
村

　

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
楽
し

い
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

㊐
／
６
月
３
日
木
、
10
日
木
、
17

日
木
、
24
日
木
午
後
１
時
～
３
時

場
／
東
公
民
館　

費
用
／
無
料　

持
ち
物
／
シ
ュ
ー
ズ
（
屋
内
用
）

問
／
ｔ
２
９
５
ー
３
６
６
９
山
本

～
夏
の
高
麗
川
の
小
鳥
た
ち
～

㊐
／
６
月
13
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
高
麗
川
付
近　

集
合
／
川
角
駅　

料
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
な
ど　

問

／
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
越
生

支
部
ｔ
２
９
４―

２
５
２
５
宮
澤

　

日
本
古
来
の
武
道
で
あ
る
弓
道

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
弓
道
は
年

齢
に
関
係
な
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

㊐
／
７
月
14
日
水
～
８
月
７
日
土

ま
で
の
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
７

時
～
９
時　

場
／
毛
呂
山
町
弓
道

場
（
福
祉
会
館
北
側
）　

対
／
町

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
高
校
生

以
上　

料
／
１
０
０
０
円
（
傷
害

保
険
な
ど
）　

定
員
／
20
人　

申

・
問
／
７
月
５
日
月
ま
で
に
ｔ
２

９
５―

０
３
４
３
小こ

ご

ま駒
に
申
込
み
。

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日
、

情
報
交
換

人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

平
成
22
年
度
『
巡
回
就
学
相
談
』

山
根
荘
『
楓

か
え
で

会
』
会
員
募
集

『
パ
ソ
コ
ン
の
会
つ
く
し
』

会
員
募
集

『
第
５
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
』
開
催

『
習
字
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
』

体
験
教
室

『
そ
よ
風
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
』

体
験
教
室

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

『
弓
道
教
室
』
参
加
者
募
集

『
第
６
回
オ
ロ
ム
リ
コ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
』
演
奏
会

相
談

ご

を

インフォメーション
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コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
、
大
き

な
古
時
計
、
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ

ス
他
を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
聞

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎

週
月
曜
日
午
前
10
時
か
ら
中
央
公

民
館
で
高
さ
の
違
う
５
種
類
の
た

て
笛
で
合
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

㊐
／
６
月
13
日
日
午
後
１
時
～
３

時　

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル

め
じ
ろ　

入
場
料
／
無
料　

問
／

ｔ
２
９
４―

０
８
９
３
森
田

㊐
／
６
月
３
日
木
～
７
月
22
日
木

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
全
８
回
）　

場

／
リ
ン
ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ｔ
２

９
５―

６
１
０
０　

料
／
１
０
０

０
円
（
１
回
の
み
）　

受
講
料
／

毎
回
７
３
０
円
（
ボ
ー
ル
代
込
み
）

指
導
者
／
小
久
保
孝
芳
さ
ん　

申

／
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。　

問
／
ｔ
０
９
０―

８

８
７
４―

１
９
６
２
平
林

㊐
／
６
月
８
日
火
午
前
10
時
～
11

時　

場
／
養
光
保
育
園　

対
／
未

就
園
児
の
親
子　

料
／
無
料　

内

容
／
分
室
▽
（
０
歳
児
）
絵
本
と

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
育
児
相
談
。

本
園
▽
（
１
歳
児
～
）
絵
本
、
紙

芝
居
、
読
み
聞
か
せ
、
育
児
相
談

申
・
問
／
前
日
ま
で
に
養
光
保
育

園
ｔ
２
７
６―

１
４
７
３
に
申
込

み
。

　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
�　

住

む
人
に
優
し
い
住
宅
の
耐
震
、
新
・

増
改
築
な
ど
、
住
宅
な
ん
で
も
相

談
を
地
元
の
建
設
職
人
が
お
応
え

し
ま
す
。

㊐
／
６
月
13
日
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

場
／
①
前
久
保
中
央
公

園
、
②
長
瀬
駅
前
広
場　

問
／
ｔ

２
８
１―

８
０
０
１
埼
玉
土
建
坂

戸
支
部
菊
池

　

デ
ュ
エ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

㊐
／
５
月
30
日
日
午
前
11
時
30
分

開
場
、
正
午
開
演　

場
／
東
公
民

館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

参
加
サ

ー
ク
ル
／
ウ
イ
ン
ク
、
花
水
木
、

鶴
亀　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９

４―

６
６
７
９
村
田

　

生
活
に
必
要
な
筋
力
の
ア
ッ
プ
、

足
腰
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
姿
勢
も

良
く
な
り
ま
す
。
男
女
年
齢
に
関

係
な
く
一
緒
に
気
持
ち
い
い
汗
を

か
き
ま
せ
ん
か
。

体
験
日
／
６
月
15
日
火
、
22
日
火
、

午
前
10
時
～
正
午　

場
／
東
公
民

館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

持
ち
物

／
運
動
の
で
き
る
服
装　

料
／
無

料　

問
／
ｔ
２
９
４―

２
５
２
５

植
木

　

当
圏
域
（
川
越
市
、
坂
戸
市
、

鶴
ヶ
島
市
、
日
高
市
、
川
島
町
、

毛
呂
山
町
、
越
生
町
）
は
、
緑
と

清
流
が
織
り
成
す
美
し
い
自
然
環

境
や
多
く
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を

保
有
し
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
で

は
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
域
観
光

ガ
イ
ド
「
レ
イ
ン
ボ
ー
お
で
か
け

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
お
り
、
最

新
版
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

　

「
花
」「
歩
く
」「
見
る
」「
祭
り
」

「
学
ぶ
」
「
名
物
名
産
」
「
食
べ
る
」

な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
圏
域
内
の

観
光
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
時
記
、
宿
泊
施
設
、

湯
ど
こ
ろ
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
、

お
で
か
け
の
際
に
訪
れ
て
み
た
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
各
市
役
所
、

町
役
場
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
事
務
局
（
川
越
市
政

策
企
画
課
内
）
ｔ
２
２
４―

５
５

０
３

㊐　

６
月
13
日
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

　

※
雨
天
決
行
。
売
切
れ
次
第
終

　

了
し
ま
す
。

場　

越
生
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
（
越
生
町
大
字
小
杉
３

　

０
８―

１
）

内
容　

生
梅
・
山
菜
類
・
地
場
産

新
鮮
野
菜
の
販
売
、
梅
料
理
講

習
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問　

越
生
町
経
済
課
農
林
担
当
ｔ

２
９
２―

３
１
２
１
内
線
１
４

　

３

４月１日から
雇用保険制度が変わりました

・非正規労働者の雇用保険の適用範囲の拡大（平成２２年４月１日
施行）
　６か月以上の雇用見込み期間があること→３１日以上の雇用見込

み期間があることに変更。

※１週間の所定労働時間が２０時間以上は変更なし。

・雇用保険料率の変更（平成２２年４月１日施行）
　失業給付に係る雇用保険料率０.８％→１.２％に変更。

※雇用保険二事業に係る雇用保険料率０.３５％は変更なし。

　平成２２年度の雇用保険料率（一般事業）は１.５５％になりま

す。

・雇用保険未加入とされた人の遡
そきゅう

及適用期間の改善（今後施行予
定）
　２年を超えて雇用保険の遡及適用が可能に変更予定。

問　所沢公共職業安定所飯能出張所ｔ０４２（９７４）２３４５

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟
『
第

７
回
ゴ
ル
フ
教
室
』

養
光
保
育
園
『
子
育
て
広
場
』

第
33
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

『
住
宅
な
ん
で
も
相
談
』

あ
な
た
の
思
い
出

『
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
』

川
角
太
極
拳
ク
ラ
ブ
『
体
験
教
室
』

広
域
観
光
ガ
イ
ド
「
レ
イ
ン
ボ
ー
お
で

か
け
マ
ッ
プ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

第
６
回
『
梅
フ
ェ
ア
』

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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ぎんれい会 ( 大正琴 )   ４日18日

三味線・民謡の会   ３日10日

手 芸 の 会   ９日23日

カ ラ オ ケ 同 好 会
  ７日21日（厚年カラオケ）
30日

吟 友 会   ９日23日

書 道 の 会   ９日23日

舞 わ か ば 会   ９日23日

FD カ ト レ ア 11日25日

健康体操３B 体操   ４日

楓 会 10日

押 し 花 の 会   ７日14日

光 華 の 会 14日28日

山根荘趣味の会定例行事

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問 老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
６０
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

６月の休館日
  ５日  ６日12日13日19日20日26日
27日

ゲートボール 14日28日

ペ タ ン ク 21日

声 を 出 す 会   ２日16日

謡 寿 会   ８日22日

民 踊 同 好 会 14日28日

俳 句 の 会
11日25日【季語 夏の山（なつのや
ま）、さくらんぼ】

囲碁・将棋の会
  ２日  ４日  ９日11日16日18日23日
25日

お 茶 の 会   ４日18日

茜 会（ お 花 ）16日28日

ダンス同好会 18日25日

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・鳥かご、小動物用かご、蛍光灯

電気スタンド、蛍光灯サークライ

ン（全て新品同様、無料）・学習

机（女子用・無料）・セニアカー

（中古・無料）・プリンター（中古・

無料）・木製の親子すのこベッド

（組立式・中古・無料）

●ゆずってほしい品物
・卓上織り機（有料）・中古トラ

クター（有料）

　紹介したい品物がありましたら、

お気軽にお申し込みください。ま

た、交渉が成立した場合には、必

ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

広報もろやま  5月20日号

    in 毛
呂山

   お
宝大募集

問　役場産業振興課「出張�　なんでも鑑定団ｉｎ毛呂山」お宝係ｔ（２９５）２１１２内線１７５

　毎週火曜日にテレビ東京で

放映中の「出張�　なんでも鑑

定団」が１０月１０日（日）に

毛呂山町福祉会館にやってき

ます。そこで、お宝の鑑定を依

頼したい人を募集します。

お宝の鑑定を

依頼したい人大募集！！

毛呂山町合併５５周年記念事業・商工会法施行５０周年記念事業

「美術品」から「おもちゃ」まで、なんでも
鑑定します。ふるってご応募ください。

　

　申込書に必要事項を記入のうえ、鑑定品の写真を貼付して毛呂山町

役場産業振興課（〒350－0493毛呂山町中央2－1）まで持参または

郵送してください（申込書と応募要領は今月号の広報に折り込んであ

ります。また、毛呂山町役場で配布、町ホームページｈhttp://www.

town.moroyama.saitama.jp/からもダウンロードできます）。

応募締切
　７月３０日（金）必着
そ の 他
　１０月１０日（日）の収録に出演可能な人に限ります。

応募方法

インフォメーション
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東公民館「めじろコンサート」
問　東公民館　℡（295）2277

　第８回となる「東公民館めじろコンサート」を開催

します。素晴らしい演奏をお楽しみください。
　障害者と健常者が交流を深めるスポーツ大会。

誰でも気軽に参加できます。レクリエーションを

一緒に楽しみませんか？

第16回
「毛呂山町ふれあいスポーツ大会」
問　毛呂山町社会福祉協議会 ℡（295）3111

日時　6 月 6 日（日）

　　　午前 10 時～午後 3 時（少雨決行）

場所　総合公園グラウンド

内容　ウォーク（約 4km）、グラウンドレクリエー

　ション（玉入れ、パン食い競争など）

※申込みは不要で

す。

※当日、競技など

のお手伝いをして

くれるボランティ

アを募集していま

す。

期　日　6 月５日（土）

時　間　開場／午後 1 時　開演／午後 1 時 30 分

　　　　終演／午後 3 時 20 分（予定）

会　場　東公民館学習ホールめじろ

出　演　第１部　奥田   弦（ピアノ演奏）

　　　　第２部　アンサンブル・ティーンズ音楽団

　　　　　　　　（金管アンサンブル）

入場料　無料

定　員　144 人（整理券配布）

　　　　※整理券は、６月１日（火）午前９時から

　　　　東公民館で配布します。

「住民票などの本人通知制度」が始まります
問　役場住民課戸籍住民係　ｔ（295）2112 内線 131・133・134

　毛呂山町では、６月１日から住民票や戸籍謄本などの第三者交付にかかる「本人通知制度」を開始します。

■制度の概要
　本人通知制度は、住民票や戸籍謄本などを本人の代理人や第三者に交付したとき、事前に登録した人に対

し、その事実を通知する制度です。これにより、委任状を偽造して証明書を取得する「不正取得」などに対して、

早期に事実関係を究明したり、未然に抑止する効果が期待されます。

■登録できる人
　毛呂山町の住民基本台帳または戸籍に記載

されている人（除かれた人を含む）。

■登録の手続き
　この制度の利用を希望する人は、本人確認

書類（運転免許証、パスポート、住民基本台

帳カード）などを持参のうえ、住民課窓口で

登録の手続きをしてください。

■登録の期間
　登録期間は、登録した日から３年間です。

なお、引続き登録を希望する場合は、再度登

録手続きが必要です。

《本人通知制度の流れ》

①事前登録
②住民票の写し

などの請求
③審査の上、住民票
　の写しなどの交付

④交付した事
　実を通知

本人通知制度登録者
（毛呂山町に住民票、戸籍のある人）

住民票の写しなどの請求者
（代理人・第三者）

毛呂山町役場

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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企
業
の
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
人
（
非
自
発
的
失
業

者
）
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、

前
年
の
給
与
所
得
を
３
割
と
み
な

し
て
保
険
税
を
算
定
す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
時
に
自
己

都
合
に
よ
る
退
職
で
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
書
類
と
し
て
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

い
た
だ
き
申
告
が
必
要
で
す
。

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
例
　
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
例
　
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
人

で
す
。

※
自
己
都
合
に
よ
る
離
職
は
対
象

外
で
す
。

※
申
告
時
に
は
離
職
を
し
た
人
の

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き
を
し
た

後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
（
「
特

例
受
給
資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の

人
）
お
よ
び
65
歳
到
達
日
以
降
の

離
職
者
（
「
高
年
齢
受
給
資
格
者

証
」
を
お
持
ち
の
人
）
に
つ
い
て

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内

（
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
）
に

離
職
さ
れ
た
人
は
、
平
成
22
年
度

に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
（
平
成
21
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま

す
。
軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得

を
３
割
と
み
な
し
て
行
な
い
ま

す
。

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康

保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

○
条
例
減
免
の
減
免
期
間
が
当
分

の
間
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）

の
加
入
者
が
後
期
高
齢
医
療
制
度

に
加
入
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
そ
の
人
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

65
歳
以
上
の
人
が
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合
に
減
免
申
請
に

よ
り
２
年
間
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
期
間
限
定
で
は
な
く

当
分
の
間
と
な
り
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
分
が
３
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
最
高
50
万
円
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
１
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
最
高
13
万
円
に
な
り
ま
す
。

税
率
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

加
入
手
続
に
関
す
る
こ
と
▽

　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内

　

線
１
２
７
・
１
２
８
、
税
額
な

　

ど
に
関
す
る
こ
と
▽
役
場
税
務

　

課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線
１
９

　

５
・
１
９
６

国
民
健
康
保
険
か
ら
制
度
改
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ
た
人
へ

～
平
成
22
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

軽
減
を
受
け
る
に
は
？

対
象
者
は
？

軽
減
の
内
容
は
？

軽
減
期
間
は
？

制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は

対
象
外
で
す
か
？

そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
制

度
改
正
の
内
容

インフォメーション
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毛呂山発�基礎教育動画 『もろやま  親子で学ぶ基礎学習』
問　役場情報推進室情報推進係　℡（295）2112 内線 221

■学習教材のねらい
　これらの学習教材は、「学習対象に動きを与える」

ことにより、学習者の「集中力」を引き出し、学習効

果を挙げるねらいで、全てパワーポイントによるアニ

メーションで制作しました。

■学習教材の種類・内容
　学習教材は、ひらがなや漢字の書き順、九九など、

小中学校の４教科、約７, ０００点です。

　書き順のほかにも、都道府県や県庁所在地、山や川、

盆地、海流などの名称・位置などを繰り返し学べる地

理分野もあります。

　また、九九は９つの速度を選んで練習することがで

き、お子さんの習得状況に合わせて選択できます。加

減乗除の基礎練習も５つの速度で反復練習することが

できます。

～毛呂山町情報推進室では、アニメーションを使った学習教材の制作を進め、
４月からホームページで公開を始めました。～

■公開コンテンツ一覧
・ ひらがな、カタカナ、数字、ローマ字の各文字の筆順（50、50、10、52）

・ ひらがな、カタカナ、数字の熟語の筆順（２０５、２０５、１００）

・ 小学生で習う漢字の筆順、学年別全１，００６文字（１回動作、５回動作）

・ 小学生で習う漢字の筆順（熟語）、学年別全１，００６語（１回動作、５回動作）

・ 小中学生漢字の読み書き練習（２０２編）

・ かずあそび（170）

・ 九九の練習を９段階の速さで

　（２６０）

・ 加減乗除の基礎計算練習を５段階の

　速さで（１, ８００）

・ 日本地理（３３３）

　延べ数　約７，０００点

■利用方法は
　『もろやま　親子で学ぶ基礎学習』のホームページに

は、毛呂山町ホームページのトップページにあるバナー

からアクセスすることができます。

　『学習コンテンツかんたん検索』画面に表示された一

覧から、利用したいコンテンツを選択することができま

す。ぜひ、皆さんも毛呂山発ネット教材をご活用くださ

い。

■携帯サイトでも閲覧可能
　基礎教育動画は、毛呂山町ホームページ携帯サイトで

も見ることができます。

　携帯サイトアドレス http://www.town.moroyama.

saitama.jp/mobile/index.htm

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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もろバス運行経路・運行時間一部変更のお知らせ
問　役場企画財政課企画係　ｔ（295）2112 内線 321

　５月３１日（月）から、もろバス（町内循環バス）の運行経路と運行時間を一部変更します。詳しいことは、広報

５月２０日号の折り込みをご覧ください。

《主な変更点》
●やぶさめ号里コースのお昼の時間帯に「目白台・東原便」を運行します。

　これに伴い、今までの山コースの３便目は運行を中止し、一日４便の運行と  

　なります。

●ゆず号山コースを阿諏訪上公会堂経由、鎌北湖経由に分け交互に運行します。

　阿諏訪上公会堂経由は１・３・５便、鎌北湖経由は２・４便の運行となります。

●大類グラウンド前、西大久保農村センター前の停留所を廃止します。

●鎌北湖第二駐車場、武州長瀬駅（北）、川角中学校南、おおくぼ橋、大学横丁

　に停留所を新設します。

肺炎球菌予防接種の助成を行います
問　保健センター　ｔ（294）5511

項　目 内　容

助成対象期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日

助成金額
３，０００円（予防接種を希望する人は、予防接種料金から助成金額を差し引いた額を医療機関
の窓口でお支払いください）

助成対象

毛呂山町に住所がある人で、以下のすべてに該当する人

①接種日において、満７０歳以上の人

②これまで（５年以内）肺炎球菌予防接種を受けたことがない人（助成は１回限りになります）

③健康保険の適用がない人（脾
ひ ぞ う

臓を摘出した人は健康保険の適用があります）

そ の 他 事前に医療機関に予約し、保健センターへ予診票を申請してください。

指定医療機関

肺炎球菌予防接種について

医療機関名 住　所 電　話

埼玉医科大学病院 毛呂本郷 38 （276）1125

毛呂病院 毛呂本郷 38 （276）1496

長瀬クリニック 川角 133-6 （295）0708

根岸内科医院 下川原 171 （295）3959

初野医院 長瀬 718 （294）7713

ゆずの木台クリニック 中央 2-5-5 （295）5158

市川医院 越生町越生 981 （292）3011

埼玉・長島クリニック 〃越生東 3-1-14 （292）7227

越生メディカルクリニック 〃黒岩 199-1 （277）1119

○肺炎球菌ワクチンとは・・・肺炎球菌による肺炎な

　どの感染症を予防するワクチンです。

○特徴・・・肺炎による感染症の約８０％に効果が期

　待されます。通常１回の接種で約５年間、免疫が持

　続するといわれています。

○注意点・・・すべての肺炎を予防するものではあり

　ません。接種後、免疫（抗体）ができるまで平均約

　１か月程度かかります。注射部位の痛みなどの副反

　応が強く出ることがあるため、再接種（２回目の接

　種）は基本的に５年間できません。注射部位の腫れ、

　痛み、軽い熱などがみられることがありますが、通

　常３日程度でおさまります。このワクチンの成分が

　原因で肺炎を引き起こすことはありません。

　肺炎は、死亡原因のなかで第４位となっています。高齢者の肺炎では、急速に症状が進んだ場合、抗生物質など

の治療が間に合わないことも少なくありません。このため、肺炎球菌による肺炎などの予防として、肺炎球菌ワク

チンが開発され、接種できるようになっています。

　町では、７０歳以上の高齢者の皆さんの健康づくりをお手伝いするため、昨年度に引き続き、肺炎球菌予防接種

を受ける人の料金の一部を助成しますので、この機会に是非お受けください。

インフォメーション
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菊の苗木を無料配布します「成人のつどい」企画運営委員大募集�
問　教育委員会生涯学習課
　　ｔ（295）2112 内線 522

日　時　６月１７日（木）午前９時から

　　　　（雨天決行）

場　所　役場正面玄関前

配布数　１人４本程度（先着順）

　　　　※苗木がなくなりしだい終了します。

主　催　毛呂山町菊花会

申・問　教育委員会生涯学習課
　　　　ｔ（295）2112 内線 522

　今年度、成人を迎えられる皆さん�　１月９日

（日）開催の「成人のつどい」の企画運営に参加し

てみませんか。

　皆さんの意見やアイディアを生かして、よりよい

つどいにしたいと思います。２０歳の思い出にぜひ、

ご参加ください。

申込み
　６月３０日（水）

までに役場５階教育

委員会生涯学習課ま

でお申し込みくださ

い。

安全で快適なまちづくり　～毛呂山町後退道路用地等整備要綱の概要～

問　役場まちづくり整備課都市計画係　ｔ（295）2112 内線 143・144・145

■次の道路が適用となります。
①建築基準法第42条第２項の規定による幅員４メートル未満の町道

②その他町長が必要と認める道路

③上記に係る道路のすみ切りの用地

■次の区域は適用されません。
①土地区画整理法に基づく土地区画整理事業の認可を受けた区域

②毛呂山町開発指導要綱に基づく事前協議をした区域

■町から報償金および補助金を交付します。
①後退用地の無償譲渡に対する報償金

　面積に応じた額を交付します。（上限額12万円）

②すみ切用地の無償譲渡に対する報償金（１か所につき５万円）

③分筆登記に係る費用に関する補助金（上限額20万円）

　火災や地震などの災害時に緊急活動が困難とならないよう４ｍの道路幅員を

確保するため、建築主などに対して道路用地の無償提供をお願いしています。

無償提供に対しては報償金、分筆登記に係る費用に関しては補助金を交付しま

す。

※建築基準法第42条第２項とは、都市計画決定（毛呂山町の場合、昭和44年５月20日）以前から建物が建

ち並んでいる幅員４メートル未満の道路で、特定行政庁（毛呂山町の場合、埼玉県）が指定したものは、42

条第１項の規定にかかわらず、同項の道路とみなし、その中心線から水平距離２メートルの線をその道路の

境界線とみなす道路のことをいいます。

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

乳幼児健診　※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　

10か月児健診　　 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合　

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　6月30日（水）10:30～11:30（受付は10:00～10:15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

H22.1生まれの児
こ

H21.7生まれの児

H20.11生まれの児

H18.12生まれの児

６月 ２日（水）対

６月 ３日（木）対

６月17日（木）対

６月16日（水）対

　　　　　　６月 ９日（水）申

　　　　　　６月 ４日（金）申

６月18日（金）申

6/ ２（水）から

5/28（金）から

6/11（金）から

広報もろやま  5月20日号

成人健康相談（心と体の相談）
6 月   1 日（火）9:30 ～ 11:30　　役場ホール

6 月 14 日（月）9:00 ～ 12:00      保健センター

※心の相談は来所前にご予約ください。

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00 ～ 17:00

６月の在宅当番医　
　　　　　　　　　　　　今月はありません

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多く
なっています。よくご確認のうえ、おかけください。

 健康相談

 検　診

子ども

毛呂山中学校1年生　６月29日（火）、30日（水）

川角中学校1年生　　６月15日（火）、16日（水）

         　各中学校　　　　　 学校を通じて通知します。

※上記以外の中・高校生は7月以降に実施します。

　　　 　7月　　　　　　6月1日(火)から15日(火)

　　　　①後期高齢者医療制度の加入者(平成22年3月

　末までに加入している人)、②昭和10年10月1日から

　昭和11年3月31日生まれの国民健康保険加入者

　※生活習慣病で治療中の人は、改めて健診を受ける必要が

　ない場合もありますので、主治医にご相談ください。

　　　　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査

　・医師の診察など

　　　　500円　　　　　　先着20人

　　　　①保健センターに申し込み、受診券を受け取

　る。②届いた書類の一覧表より、医療機関を選び、健

　診の予約をして受診する。

　※受診当日は、保健センターから届いたすべての書類

　を医療機関へご持参ください。

　　　　次のなかから１か所を選択

　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニック、

　根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木台クリ

　ニック、市川医院、越生メディカルクリニック

■国民健康保険加入の昭和10年4月1日から昭和10年

9月30日生まれの人を対象とした健診は、12月から2

月に実施する予定です。

実施月 申込み

対　象

内　容

費　用 定　員

手　順

場　所

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

場

申込み場　所

中・高校生の麻しん風しん（MR）予防接種

7月　　　　　　6月1日(火)から15日(火)申込み

個別健康診査（受診は 1 年に 1 回）

保健センターからのお知らせ

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診は２年に１回）

日　時　6月12日（土）午後

　　　　（詳しくは、申込み時にお知らせします）

申込み　5月27日（木）から受付（先着50人）

対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円

胃がん検診・胸部 X 線検診（肺がん・結核）（受診は年１回）

　　　　6月8日（火）午前

　　　　（詳しくは、申込み時にお知らせします）

対　象　40歳以上

費　用　胃がん/600円

　　　　胸部X線/200円（喀
かくたん

痰細胞検査/500円）

申込み　5月25日（火）から受付（先着120人）

大腸がん検診（受診は年１回）

　　　　6月11日（金）～6月25日（金）（受付/8:30～）

　　　　6月14日（月）～6月30日（水）

　　　　　 40歳以上　　　　           500円

　　　　　 申込みは不要です。保健センター窓口で検診用容

　　　　 器をお渡ししますので、直接お越しください。

対　象

回収日

費　用

申込み

受付日

日　時

日　時

 「ひまわり」は、心の病である統合失調症の人がいる
家族の人が対象です。家族が自主的に運営している会
です。
　病気や障害・福祉サービスについての情報交換の場、
また、癒

いや

しの場として月１回活動しています。同じよ
うな悩みを持つ人と情報交換しませんか。ぜひご参加
ください。参加を希望する人は、保健センターにお問
合せください。

　新型インフルエンザワクチン接種費用の助成措置は、
国が接種事業を延長したことに伴い、毛呂山町でも国の
事業が終了するまでの間、助成措置を延長します。

新型インフルエンザワクチン予防
接種費用助成の延長について

「ひまわり」と交流をしませんか？

場
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 行事カレンダー 行事カレンダー6月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　6月10日木、28日月

　13:30～16:00

■行政書士
　6月16日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

　6月10日木13:00～16:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　人権問題・行政に関する苦情など

※６月１日㈫は人権特設相談
を行います

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

問合せ　産業振興課商工観

　光係ｔ内線175または、

　消費生活支援センター川

　越ｔ（247）0888

　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～正午

場　所　福祉会館

問合せ　社会福祉協議会

　　　　ｔ（295）3111

　生活上の悩み、困りごとなど 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から依頼された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172
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日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ 4 5図 図 図 図 図

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館
・人権特設相談
　場役場→P14

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P8

・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館

・めじろコンサート
　場東公民館→P17
・体育施設
　７月分調整会議
　場総合公園

6 7 8 9 10 11 12児 図歴児体

・ふれあいスポーツ大会
　場総合公園→P17
・結婚相談
　場中央公民館→P11
・7月分総合公園
　予約日
　場総合公園

・園庭開放
　場旭台保育園
　→P12

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P8
・シルバー・ドライ
　バー・ドック
　場おごせ自動車
　学校→P13

・子育てサロン
　場東公民館
・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館

・子ども映画会
　場図書館→P8
・文化財景観ボラ
　ンティア
　場歴史民俗資料館
　→P12

13 14 15 16 17 18 19児 図歴児体

・トレーニング機器
　説明会
　場総合公園

・園庭開放
　場若草保育園
　→P12

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P8

・菊の苗木無料配布
　場役場→P21
・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館

・ジャガイモ掘り
　場岩井地内→Ｐ13
・滝ノ入梅祭り
　場滝ノ入直売所
　→P13

20 21 22 23 24 25 26児 図歴児体

・ジャガイモ掘り
　場岩井地内
　→Ｐ13
・滝ノ入梅祭り
　場滝ノ入直売所
　→P13

・園庭開放
　場上町保育園
　→P12
・計量器の定期検査
　場役場駐車場
　→P11

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P8
・シルバー・ドライ
　バー・ドック
　場おごせ自動車
　学校→P13

・子育てサロン
　場福祉会館
・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館

・おはなし会
　場図書館→P10
・ジャガイモ掘り
　場岩井地内→Ｐ13
・ＪＡ梅祭り
　場ＪＡ毛呂山直売所→P13

27 28 29 30児 図歴児体 図

・休日納税・納入窓口
　場役場→P10
・ジャガイモ掘り
　場岩井地内
　→Ｐ13
・ＪＡ梅祭り
　場ＪＡ毛呂山直売所
　→P13

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館

・夜間納税窓口
　場役場→P10
・つくしんぼ
　サロン
　場保健センター
　→P22
・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P8

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所

保健センターからのお知らせ
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□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

徒然歳時記

　皆さんもうお気づきのことと思いますが、この４月より

「広報もろやま」の表紙や裏表紙のレイアウトを変えまし

た。新年度を迎えて、リニューアルしてみたのですが、い

かがでしょうか？　今後も皆さまが読みやすい広報紙を発

行するために努力と工夫をしていきたいと思っております

ので、ご支援をよろしくお願いいたします。（Ｉ）

　カッコウは、夏鳥に分類される鳥で、
日本には５月ごろやってきて、主に山地
に生息します。野山でカッコウの独特の
鳴き声を聞いた人も少なくないと思われ
ます。
　カッコウは、托

たくらん

卵をする鳥としても有
名です。托卵とは、ほかの鳥の巣に自ら
の卵を産みつけ、その鳥にヒナを育てさせる行為を言います。
卵から孵

ふ か

化したヒナは、まだ孵化していないほかの卵やほかの
鳥のヒナをその巣の外に放り出し、自らをほかの鳥に育てさせ
ます。親鳥となった鳥は、カッコウのヒナにえさを与え、育て
ることになってしまいます。
　カッコウの独特な鳴き声は、昔から人びとに親しまれてい
ました。ヨーロッパでは、音楽にその鳴き声が取り入れられ
ました。『おもちゃの交響曲』やベートーベンの『交響曲第6
番へ長調作品68田園』がその代表的な曲です。また、日本では、
カッコウは別名「閑

か ん こ ど り

古鳥」といわれ、寂しい様子の例えとして
用いられました。寂しい様子を表わす言葉で「閑古鳥が鳴く」
という言葉がありますが、これは、昔の日本人がカッコウの鳴
き声に寂しさを感じていたためであると言われています。カッ
コウの鳴き声は聞く人の心情によって様ざまに聞こえるものな
のかもしれません。
　さて、青葉茂り、野山を散策するのも心地よい季節になって
きました。カッコウの鳴き声がきこえたら、ふと足を止め、そ
の声に耳を傾けてみてはいかがでしょうか。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

カッコウ

現在の風景

人口 36,784 人（＋ 5 人）
【男 18,309 人（－ 8 人）　女 18,475 人（＋ 13 人）】
世帯 15,772 戸（＋ 59 戸）
※平成 22 年 5 月１日現在（カッコ）内は前月比

　

　翔大は、この春保

育園に入園しました

☆　新しいお友達も

出来て、毎日楽しく

通園しています♪　気が優しくて世話好きな

しょうたん♡　お友達と仲良く、のびのびと

育ってね♡

船
ふ な つ

津　翔
しょうた

大くん

　（５歳１か月）

　みずは、我が家の

アイドル♡　少し照

れ 屋 で 人 見 知 り し

ちゃうけど、本当は

とても明るく元気な子。歌ったり、踊ったりす

るのが大好き。いつも笑顔をありがとう♡

小
こ や の

谷野　瑞
み ず き

希ちゃん

　（３歳）

　県道飯能寄居線、大谷木川にかかる柳橋が完成したころの写真です。

当時の道幅は、現在とそれほど変わりはありませんが、道路がまだ舗

装されておらず、年代を感じさせられます。

県道飯能寄居線の柳橋（長瀬地内）
昭和37年ごろ（飯能県土整備事務所提供）

募 集 中
昭和60年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
提供いただける方は、役
場秘書広報課広報広聴係ｔ
(295)2112内線332まで
ご連絡ください。
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